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Abstract
  A  dietary survey  and  a  blood chemistry  test were  carried  out  in order  to investigate and  make
recommendation  on  the improvement of the dietary habits of  students  various  allergic
predispositions. From  the nutritional  aspect,  fatty acid  intake was  compared  between those
students  who  presented allergic  diseases(Group A) and  healthy students  as  controls(Group  N).
In addhion,  the correlation  between dietary fatty acid content  and  its serum  level was  also
investigated in these groups.
'Ihe
 results were  as  follows :
(1) Intake of either energy,  protein, lipids, ugars,  dietary fibers, niacin,  zinc  or  copper  was  less
    in Group A  than in Group N, In Group  A, the energy  source  rate for lipids was  higher than
    26%, however, the intakes of  EPA  and  DHA  of  n-3  fatty acids  were  slightly  higher than  21%
    and  32% of  each  national  average,  respectively,
(2) It was  demonstrated that dietary fatty acid  content  was  not  directly reflected  in the serum
    levels. 
'Ihe
 ratio  of  n-6fn-3  in the serum  was  higher for Group A  than Group N, whereas  the
    ratio in the diet was  higher in Group N  than in Group  A  wnen  compared  with Group N, the
    serum  levels of  DHA  and  EPA  were  lower in Group A  but, the serum  levels of  arachidonic
    acid, which  is a n-6  fatty acid  was  found to be slightly  higher in Group  A  
'Ihese
 ･results
    suggest  that the serum  level of  n-3  fatty acid  does not  always rise  as  a  result  of  a  deficiency
    in n-3  fatty acids.
(3) It is necessary  for students  with allergic  diseases, except  for those with  alimentary  allergies,
    to make  every  effort  to increase the absolute  amount  of food intake as  well  as  the types of
    food in their diet on  the whole  without  any  food restrictions.  In regard  to fatty acid  intake, it
    appears  necessary  to further improve the  fatty acid  balance especially for mono-unsaturated
    and  n-3  fatty acids.
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1．緒言
　近年、飽和脂肪酸（S）、一価不飽和脂肪酸 （M ）、多価不飽和脂肪酸 （P）の 摂取比率の ア ンバ ラ
ン ス や 多価不飽和脂肪酸比率 n −6系 ／n −3系比の 上昇は心疾患 1）、癌お よびア レル ギ ー疾患 （1型 ）
の 主要 な危険 因子 と して 指摘 されて い る 2
−’4）
。 身体の ア レ ル ギー過反応性に つ い て は 、 再度侵
入 した ア レ ル ゲ ン （10KD 以上 の 分子量の 蛋白質、ダニ 、花粉な ど）が組織の マ ス ト細胞、好
塩基球上の レ ア ギン （ア レ ル ゲ ン抗原特異 IgE 抗体）と結合する と活性化され、これ ら免疫担
当細胞か らヒ ス タ ミ ン、ロ イ コ トル エ ン （LT）や トロ ン ボキサ ン （TX）な ど各種の ケ ミカル ・
メ デ ィ エ ーターが放出されて ア レ ル ギ ー反応 が始まる とされて い る2｝。多価不飽和脂肪酸か ら
は 、 エ イ コ サ ノ イ ドと呼ばれ る脂質系の プ ロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン （PG ）や LT な どの メ デ ィ ータ ー
が合成 され、と くに免疫担当細胞の 情報伝達に重要な役割を果たす 。 多価不飽和脂肪酸は n −6
系 （リノ ール 酸、ア ラ キ ドン酸 など〉 と n −3系 （リ ノ レ ン酸、エ イ コ サ ペ ン タ エ ン酸 、 ドコ サ
ヘ キサ エ ン酸など）に分 けられ、それぞれ n ・6系か らは PG の 2 シ リーズ と LT の 4 シ リーズ な
ど、n−3系 か らは PG の 3 シ リーズ と LT の 5 シ リーズ 系な どが合成 され る。した が っ て 、摂取
多価不飽和脂肪酸の 種類に よ っ て こ れ ら脂質系の メ デ ィ エ ーターの 産生 が競合的に変化し、免
疫系が修飾 される可能性 が ある と されて い る 2
− 4）
。 近年 、 ア ラ キ ドン酸由来の エ イ コ サ ノ イ ド
の 過剰産生が白血球 （好酸球 など）遊走 ・浸潤、気道過敏 など ア レ ル ギー症状 を引 き起 こすの
で 、食事中の 脂肪酸比率 n−6／n −3比を下 げる と、ア レ ル ギー ・炎症 の メ デ ィ エ ータ ーの 産生 ・活
性を低 く保 つ こ とがで きると報告 されて い る2
− 3）。また、紫蘇油 、魚油 、EPA 、　 DHA な どの 投
与 ・摂取 が免疫 を賦活した り、 リノ ール 酸制限が抗炎症作用 や抗ア レ ル ギー作用に及ぼ す効果
に つ い て報告 されて い る5
−−10）。従 っ て 、日本脂質栄養学会の 脂質摂取量の 推奨値10 は、脂質エ
ネル ギー比率 は20％ （カ ロ リー％）と し、脂肪酸別摂取比率に つ い て は 、 健常人に対 して は S
十 M ：n−6系列 ：n −3系列＝＝2．5 ： ≦0．8 ：≧ 0．2 （n−6／n−3比 は 4ある い はそれ以下） とす るが 、癌 ・
生活習慣病などの 予防の 目的に は、n−6／n−3比 と し て 2 を推奨 して い る 。
　前報12）で 、 本学女子学生 の食事の脂 肪酸バ ラ ン ス改善を目的に 、食物摂取状況調査 （平成 7
年） を行 っ た結果、n−6／n−3比 は4．19で あ り、必 須脂肪酸総量 は十分摂取 されて 問題 は な い よ う
で あ るが 、脂肪 エ ネル ギー比率は 32．3％ で高 く、n−3系脂肪酸の DHA 、　 EPA 摂取量 は全国平均
の 5割に も満 たない こ とは注意 を要す るこ と を報告 した 。 さらに、食事の n−6／n−3比 と一般血液
検査値 との 関連に つ い て統計解析を行 っ た結果13｝、食事の n −6／n −3比 は血中の 白血球数 およびグ
ロ ブ リ ン値各々 と負の 相関を示 し た。また、食事の n−6／n −3比は血 中の 好酸球値 に影響す るこ と
（標準偏回帰係数 ＝ − 0．19 有意水準 5 ％）が分か っ たの で 、好酸球値が 高値 を示すア レ ル ギー
疾患 （工型）に食事の n −6／n −3比は 関与して い るこ とが推測 された。
　本報で は ア レ ル ギー体質の 学生の 栄養状態 の 実態 を知 り、ア レ ル ギーマ ーチ （一つ の ア レ ル
ギー疾患 にか か る と 、 それが契機とな っ て 、 新 たな別 の ア レ ル ギー疾患 が起 こ り易くな る現 象）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲野 ・河南 ：適正 な脂肪酸比率の 食事
予防の ための栄養改善を目的に 、ア レ ル ギー体質の 学生 と健常学生 につ い て食事調査 と血清脂
肪酸分析 よ り比較検討 し、ア レ ル ギー体質学生を栄養状態 より判別する こ と を試みた。また、
食事の 脂肪酸と血清脂肪酸 間の 関連につ い て も検討 した。
2．方法
2 ．1　 調査対象
　本学家政学科食物栄養専攻学生 128名、年齢構成 は 19〜20歳で ある 。
2 ．2　 調査時期 ・方法
　食物摂取状況 の ア ン ケー ト調査 は 1997年 （平成 9年）6 月中旬の 3 日間、前報と同方法で行 っ
た 。 回収率は 100％で あ っ た 。
　一般血液検査 は同年 6 月下旬に行 っ た。一般血液検査 ・生化学検査項 目は表一12の 検査結果
に示 し た．
　血清脂肪酸分析は ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ に よ り常法どお り行 っ た 。
　 ア レ ル ギー疾患 （1型）つ い て ア ン ケー ト調査 （表 一1） を行い 、学生 を 3群 に分 け、健 常
な学生 59名を 「N 群」（46％ ）、乳幼児時、小中学校時に ア レル ギー疾患経験 もつ 既往の 学生 45
名を 「既往群」（35％）、 高校や大学時の現 在 もア レ ル ギ ー疾患が発症する学生 （ア レ ル ギー体
質で あると自己診断の 学生 を含む）24名 を 「現 A 群」（19％）とし た。なお、統計 の 都合上、「既
往群」 と 「現 A 群」の 合計69名を 「ア レ ル ギー体質群」と した 。 「N 群」と 「既 往群」の 合計
104名 を 「現在健常群」 と し た 。 ア ン ケ ー ト調査結果 を表 2 に示す 。
2．3　 データの解析
　統計処理 は四訂 日本食品成分表 を入 力 し た Wellness　Win や Exce1の パ ソ コ ン ソ フ トを使用 し、
下記の ように行っ た 。
　（1）栄養素等摂取量 と食事お よび血清の 脂肪酸比率の 算 出
　食物摂取状況調査結果 よ り、栄養素等摂取量、食品群別摂取量、食事の 脂肪酸 （21種類）摂
取量 と脂肪酸総 摂取量 に対す る重 量％ 、食事 の n −6／n−3比 お よび食事の S ：M ：P （＝ ・　S／S ：
M ／S ：P／S）比を算出した 。
　血清脂肪酸分析結果よ り血清脂肪酸量 （24種類）（μg／me ）お よび血清脂肪酸総量 に対する
重量％、血清 n −6／n −3比 よお び血清 S ：M ：P （≡ S／S ：M ／S ：P／S）比 を算出 した 。
　 （2） N 群、既往群および現 A 群 間の 比較
　 （1）で 算出 した各項 目に つ い て 、N 群 、既 往群及び現 A 群 の 3群問、現 A 群 と現在健常群間、
N 群 とア レ ル ギー体質群間、各 々の有意差 につ い て分散分析 （一元配置〉を行 っ た 。 また一般
血液検査結果 に つ い て も同様 に行 っ た。
　 （3）食事脂肪酸と血清脂肪酸間の 関連
　 （1＞で 算出 し た脂肪酸 （21種類）（％）、n−6／n −3比 よおび S ：M ：P （＝ S／S ：M ／S ：P／S）比に
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表一1　ア レ ル ギ 疾ー 患 に 関 する ア ン ケート調 査
ア トピ 性ー皮膚炎な どア レ ル ギ 疾ー 患が 年齢に 関係な く増え，社会的な問題に なって い ます。
私 達 はア レ ル ギ 疾ー 思 と食學 との 関連 を調 べ 、栄養 指導に 生かせ て い きた い と考えて い ま す c
ど うぞ ご 協力お願 い い た します 。
　今回 は 下記の 疾思ア レ ル ギ 性ー疾患と しました 。
　　　ア トピ 性ー皮 膚炎 、ア レ ル ギ 性ー 鼻炎 （花粉症 な ど〉、気 管支 喘息、
　｛　 　　じん ま疹 、ア レル ギ 性ー 結膜炎 、ア レ ル ギ 性ー 接触 皮膚炎 、　　ア ナ フ ラキ シ イ．薬物ア レル ギ 、ー食物 ア レル ギ ー（嘔吐 、浮 腫、痒 み）
各項目の あて は まる もの の番号を○で 囲んで 下 さ い 。
問 ］．あなた は
　 　　ますか。
乳 児期 か ら今 まで に、上記の ア レル ギ 疾ー 患 であ ると診 断 された ことが あ り
問Z．問1 で 　2．ある　と 3．ア レ ル ギ 体ー質の 方は症状 の 出た の は い つ で すか。
（○印 は い く つ で もよ い ｝
ア トピ 性ー皮膚炎 1．乳幼児期 2．小中学校時期 …3、高校，短大時期
ア レ ルギ 性ー鼻炎 1，乳幼児期 2．小 中学校時期 3，高校，短大時期
気管攴喘息 1，乳幼児期 2．小中学校時期 3．高校、短大時期
ア レ ル ギ 性ー 結膜炎 1，乳幼児期 2．小中学校時期 3．高校，短大時期
ア ナ フ ラキシ イ 1，乳幼児期 2．小中学校峙期 3，高校，短大時期
じん ま疹 1，乳幼児期 2．小中学校時期 3．高楓 短大時期
ア レル ギ 性ー 接触皮膚炎 1，乳幼児期 2．小 Ilr学校時期 3・高枕 魎大時期 …
薬物 ア レ ル ギー ⊥，乳幼児期 2．小中学校時期 3，高校，短大時期
食物 ア レ ル ギ なーど 1，乳幼児期 量．小中学校 Ilo・期 3．高校，短大時期
表一2　ア レ ル ギ 疾ー患実態調査結果
（n ＝128　回収 率100％　複数 回答 ）
　　　　　　　 発症 時期
疾患種類
ア レ ル ギ 疾ー 患発症 診断時期 （人〉 ア レル ギ でーあると自己診断 した時期（人） アレル ギ 疾ー患学生数
乳幼 児期 小中学校時期 高校大学時期 乳幼 児期 小中学校時期 高校大学時期 合訓 延人数） ％
ア トピ 性ー皮膚炎 11 14 2 0 1 0 2825 ．0
ア レ ル ギ 性ー鼻炎 4 19 16 0 4 2 4540 ．2
気管 支喘息 3 4 2 0 0 0 98 ．0
じん ま疹 5 5 2 o 1 0 1311 ．6
ア レ ル ギ 性ー結膜炎 0 5 4 0 o 0 98 ．0
ア レ ル ギ 性ー接触皮膚炎 0 0 玉 0 1 0 21 ．8
ア ナ フ ラ キ シ イ o 0 1 0 0 0 10 ．9
食物 ア レ ル ギー o 3 0 0 0 1 43 ．6
薬物 ア レ ル ギー o 0 1 o D 0 ．10 ．9
合計 （延人 数） 23 50 29 0 7 3 112100 ．0
％ 2D．5 44．6 25．9 0 6．3 2．7 100
調 査対象学生数 128人 の 内訳 ：
健 常学生磊N群59人 （46％）　 過去 に ア レ ル ギ 疾ー患経験 学生＝既往群45人 〔35％）
現 在ア レ ル ギ 疾ー 患学生≡現 A 群 24人 （19％ ）
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つ い て 、食事脂肪酸と血清脂肪酸問の 関連 を検討するため に 、 重回帰分析 を行 っ た 。
　（4）
一般血液検査結果 に つ い て 、好酸球に つ い て N 群 とア レ ル ギー体質群間に有意差 が あっ
た の で、好酸球 を目的変数、食事 と血清 の 脂肪酸比率 を説明変数 と し て 重回帰分析を行 い 、好
酸球 と食事脂肪酸比率お よび血清脂肪酸比率 との 関連 を検討した 。
　（5）現 A群 の 判別分析
　（2）（3）（4）の 結果を用い て 現 A 群 を判別するため に、多変量解析 （判別分析）行 っ た 。
3． 結果および 考察
3 ．1　現 N 群 、既往群お よび現 A 群間の 比較
　（1）食事の 栄養素等摂取量お よび食品群別摂取量
　栄養素等摂取量の 結果 を表 一3に示 した 。 全 学生に つ い て は前回調査 と同様 に エ ネル ギー（充
足率78％ ）、Ca （充足率 62％）、　Fe （充足率61％ ）の 摂取不足 が顕著で ある 。 これに反 して脂肪
充足率 は91％で あ り、摂取栄養素量の ア ンバ ラ ン ス が懸念 される 。
表 一3 食事の 栄養素等摂取 量
n ＝ 128
栄 養素
N 群
（59人 ）
既 往群
（45人）
現 A群
（24人）
全 群
平 均
標準誤差
現 A 群 と
の有 意差
N 群 と
の 有意差
エ ネル ギ kーcal 1487147512571440 26 ＊ ○
蛋 白　　 9 53．454 ．145 ．652 ．21 ．1 ＊
脂肪 　　　9 49．546 ．340 ．746 ．71 。1 ○
糖質 　　　9 200．6205 ，8174 ．4197 ．53 ．7 ＊
食物繊 維　g 8．48 ．77 ．28 。30 ．2 ＊
灰分 　　　9 13，413 ．811 ，613 ．20 ，3 ＊ ＊
Ca　　　　mg 361371383369 12
P　　　　 mg 75D η 3671743 17 ＊
Fe　　　　mg 7、27 ．66 ．77 ，30 ．2
Na 　　　　 mg 3089317326353033 97 ＊
K　　　　 mg 1704181815051707 50 ＊
レ チ ノ ルー α 9 176213177189 14
カ ロ チ ン　 μg ［520172814881587 98
VA 　　　 　IU 1455169314441536 74
VBI 　　　 mg o．720 ，ア30 ．590 ．700 ，02 ＊
VB2 　　　 mg Q，950 ．980 ．920 ．96O ，03
ナ イ ア シ ン  10，010 ．67 ．89 ．80 ，3 ＊ ＊
VC 　　　　mg 69 7・1 6269 4
VD 　　　 　IU ll6214152157 19 o
VE　　　　 mg 4．84 、95 ．65 ．00 ．3
コ レ ス テ ロ ルー mg230229204225 10
食堀 　　　9 7．88 ．16 ，77 ．70 ，2 ＊
Mg 　　　　mg 117123102116 4 ＊ ＊
Zn　　　　 μ9 4212413434684045 99 ＊ ○
Cu　　　　μ9 587587483568 15 ＊
水溶性食物繊 維 g ユ．61 ．71 ．41 ．6o ．o ＊
不溶性 食物繊 維 g 6．66 ，85 ．66 ．50 ．2 ＊ ＊
V．K 　　　　　g 264255251259 15
Bl2　　　　μ9 2，22 ．01 ，52 ．00 ，2 ＊
B6　　　　 μ 9 O．560 ．600 ．460 ．560 ．22 ＊ ＊
＊ ＊ 有 意差 ρ ＜ 0．01　　＊ 有意差 ρ 〈 0．05　 0 有意差 ρ＜0．05
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　分散分析の 結果、 N 群、既往群 、 現 A 群の 3群間に 有意差 （p 〈 0．05）が み られ た の は エ ネ
ル ギー、蛋白質、脂質、糖質、食物繊維 、ナイア シ ン、Zn、　Cu、不溶性食物繊維で あ り、すべ
て 現 A 群 の 摂取が少な い 。現 A 群の 学生 は乳幼児期、小 中学校時期 に ア レ ル ギ
ー疾患 を発症 し
た場合が 多か っ た （71％ ／延人数）e また、
一般 に低年齢発症時の 場合に は食物摂取 が原因 （食
物ア レ ル ゲ ン）と考え られる即時型全身症状が 多い とい われて い る
4） こ とか ら、この現 A 群の
低栄養状態の背景には、19歳 の 現在まで の 食物ア レ ル ゲ ン除去食の 影響や女子学生に共通の ダ
イ エ ッ ト志向に よる栄養の ア ンバ ラ ン ス 12＞があるの で はな い か と推測 され る 。
　栄養比率の 結果を表一4に示 した。全学生に つ い て は脂肪エ ネル ギー比率は 29％で依然高 く、
摂取栄養比率の ア ン バ ラ ン ス が懸念 され る 。 しか し 、 ア レ ル ギ
ー体質群は 3群の 中で は統計上
の有意差 はない が、動物性蛋白質比お よび動物性脂肪比が低値で あ り、 エ ネル ギ
ー源 とし て は
植物性食品お よび穀類の 割合が 多い こ とか ら栄養比率はむ しろ良い と い え る 。 食物ア レ ル ゲ ン
と して は蛋白質が関与 し て い る場合が 多い と い われて い る
4）が、ア レ ル ギー体質群が 現在 ま で
食事に注意を払 っ て きた こ とがうか が える。
　食品群別摂取量 （kca1）の 結果 を表一5に示 した。分散分析 の 結果 、 3群問に有意差 があっ た
の は肉類、穀類、芋類 、 野菜類で あ り、す べ て現 A 群の 摂取が少ない 。また、N 群の 摂取食品
数 は 21食品 ／日で あるの に対 して 、現 A 群は 18食品で少 なか っ た 。 また 、 ナ イ ア シ ン 、 Zn、　Cu
は広範囲の 食 品に微量に含有されて い る栄養素 で ある こ とか ら、現 A 群の これ らの 栄養素が低
値 で ある原因は摂取食品数 が少ない 結果 と考 え られ る 。 また現 A群 は牛乳の 摂取 が 多い 。 大豆 、
鶏卵、牛乳の 3大 ア レ ル ゲ ン の うち耐性の で きた牛乳 か ら蛋 自の 不足 を補っ て い る こ とが推測
され る。 近年 、 特定の 栄養素 （pharmachological　nutrients ＞の グル タ ミン 、ア ル ギニ ン 、核酸
な どを栄養学的に 必要以上 与 えて生体防御 を高め る試 み （immunonutrition）が実践 に 移 されつ
つ あ る 。 た とえば、グ ル タ ミ ン は体内に存在する最 も豊富 な非必須 ア ミ ノ酸で あ るが 、 腸管粘
膜の最 も重要なエ ネル ギー基質で あ り、 腸管の 構造や機能維持に重要で ある とされ、また マ ク
ロ フ ァ
ージや リ ン パ 球な どの 免疫細胞で も盛 ん に利用 され、その 量は グル コ
ース と同等 また は
表一4 食事の 栄養比
n ＝128
栄蕎比
N群
（59人 〉
既 往群
（45人〉
現 A 群
（24人）
全群
平均
標 準誤差
蛋白
エ ネル ギ 比ー
14，4014 ．6914 ．5314 ，530 ，19
脂 肪
エ ネル ギ 比ー
29，7呂 28，0528 ，9029 ，010 ，39
糖質
エ ネ ル ギ 比ー
54．1055 ，9955 ，5455 ．030 ．41
動物 性
蛋 白質比
50．6448 ．4447 ．2549 ，230 ，80
動物 性
脂 肪比
46．4643 ，3243 ．3844 ．78 1．16
緑 黄色野
菜 比／野菜
37．9537 ．0138 ．6237 ，75 1．22
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それ以上 と い われ る。ア ル ギニ ン （conditionally　essential 　amino 　acid の 一つ ）は、動物の胸腺
細胞の 数の 増加や刺激 （blastogenesis）の 亢進、また リンパ 節、脾臓、骨髄に おける T 細胞 の
分化や成熟 を亢進 させ る こ とが報告 され て い る3）。 ア ミ ノ酸は食物 ア レ ル ギーの 学生 に と っ て
は欠乏 しやすい の で 、特に これ らの conditionally　essential　amino 　acid で ある ア ル ギニ ン やグ ル
タ ミ ン の 欠乏 、 すなわち蛋 白質欠乏に は注意が 必要で ある 。
　わが国で は低栄養 ＝ 栄養失調症 （PEM 　protein−energy 　malnutrition ＞は食事の量的・質的欠陥
と して は栄養学的無知 、狂信的な思い 込み 等に基づ くもの が
一
部に ある が 、 こ れ らよ りも消化
吸収障害 、代謝障害 、 体質異常等か ら二次的に発生す る こ と の 方が 多い と されて い る15）。 また 、低
栄養 で は、サ イ トカイ ン （活性化 された白血球か ら産生 される糖蛋白質で、細胞の増殖、分化、
成熟、機能発現 を誘導する免疫調整物質）の ILI （イ ン タ ーロ イ キ ン 1）の 産生が減少 し 、 細胞
性免疫能 （T 細胞）や食細胞 （好中球、マ ク ロ フ ァ ージ）の 低下 がみ られる15）こ とが 報告 され
て い る。現 A 群 の低栄養に は特に注意を要する。
表一5　食品群別 摂取 量 （kcal）
n ＝128
食品 群
N 群
（59人 ）
既往群
（45人 ）
現 A 群
（24人 ）
全群
平均
標準誤差
現 A 群 と
の 有意差
N群 と
の 有意差
食品 1群
魚介類 48．5860 ．3842 ．5051 ．593 ．55
kcal
食品 2群
肉類 188，95156 ．27103 ．63161 ．468 ，55 ＊
kcal
食 品 3群
卵類 51，6652 ，上850 ．0051 ．533 ．13
kcal
食品 4群
豆 類 48．2044 ，6746 ．互346 ．573 ．20
kca1
食品 5群
乳 類 85．2483 ．40113 ．8889 ，966 ，75 ＊
kcal
食 品 6群
野 菜類 37．7535 ．3827 ．4034 ．911 ，55 ＊
kcal
食 品 7群
果物類 30．7533 ．0733 ．2932 ．043 ．59 ○
kcal
食 品 8群
穀 類 ・芋類 679．66709 ，73595 ．83674 ．5212 ，83 ＊
kca1
食品 9群
砂 糖類 40．5332 ，2934 ．8336 ．562 ．8D
kcal
食品工0群
菓 子類 132．02143 ，8093 ．88129 ．0114 ，57
kcal
食品11群
油 脂類 125．92107 ．3698 ．75114 ．305 ，15 ＊ ○
kcal
＊ 有意差 ρ く0．05　 0 有意差 ρく 0．05
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　以上の 結果 、N 群 に比 べ て特に現 A 群 は エ ネル ギー量 が基礎代謝量程度で少 なく、総体的に
低栄養で あるこ とが危惧 される。栄養バ ラ ン ス 、食品バ ラ ン ス は他の 群 に 比べ て 良好 なの で 、
バ ラ ン ス を崩 さず、食事摂取量全 体 を増や す栄養管理 が必 要で あ る 。 厚生 省の平成 9年度食物
ア レ ル ギ ーに関する調査 14）で は、食物 ア レ ル ゲ ン による即 時型全身症状 の既往を有す る人は調
査対象者の 7．3％だ けで あっ た。除去食は食物 ア レ ル ギーを起 こ した人の 66．4％が実施、その う
ち食物 ア レ ル ギー症状 がな くな っ た人71．5％、除去 した期間は 48，0％ が 3年以上 で あ っ た 。 した
が っ て 、 食事摂取量 を高め る場合 、 ア レ ル ゲ ン の 食品 につ い て は代替食品 4） をみ つ けて摂取食
品数 を増や し、長期間にわた る不必要な除去食 を可能な限 り避 ける努力 と工夫 が必要で ある 。
そ の 結果 と して 回転食4｝も可能 とな り、ア レ ル ギ ーマ ーチ 14〕の生 体反応 を制御して、生 体防御
能を高め る一助 とな る と考える 。
　（2）食事脂肪酸摂取量お よび 食事脂肪酸比率
　食事脂肪酸摂取量 （21種類）（mg ）及び食事脂肪酸総摂取量 に対する重量％ を表一 6 、7 に示
した。又 、食事 n−6／n−3比も表の下段に示 した。全学生の 脂肪酸摂取量 （平均値）は、必須脂肪
酸総量8．lg、　n ．6系脂肪酸6．9g、　n−3系脂肪酸1．6g （α LnA 　1．2g、　EPA 　O．11g、　DHA 　O．24g）で、脂
肪 エ ネル ギー比率は29％で あっ た 。平成 7年度学生 12）よりい ずれの 摂取量 も減少 し て お り、脂肪
エ ネル ギ ー比率は依然 と して 全国平均 （26％〉を超 えて い る 。 辻 らの 1985年国民栄養調査成績
の 試算16）と比較する と、必須脂肪酸総量 、n−6系脂肪酸総量および n−3系脂肪酸総量 は多く摂取
し て い る が 、n −3系脂肪酸の EPA は 21％ 、　 DHA は 32％ し か 摂取 されて い な か っ た 。
　分散分析の 結果 、 3群間に有意差が あっ た の は脂肪酸総量、一価不飽和脂肪酸、パ ル ミチ ン
酸 、パ ル ミ トレ イン酸 、ス テ ア リン酸、オレ イ ン酸、 リ ノ ール 酸で あ り、現 A 群の 摂取量 は N
群よ りすべ て低値で あっ た 。 こ れ らの 脂肪酸のみ で なく 、 食事の ラウ リ ン酸以外の脂肪酸量 に
お い て現 A 群 が低値で ある の は、脂肪酸摂取総量すなわち脂質摂取量が有意に低値 で ある こ と
が原因で ある。唯一、中鎖脂肪酸の ラ ウ リ ン酸が多い の は牛乳の 摂取が N 群よ り多い ためで あ
ろ う 。 し か し 、 脂肪酸摂取総量 に対する重量％ で み る と 、現 A 群 は
一価不飽和脂肪酸％ が 有意
（p ＝ O．OO3）に低値 で ある反面、飽和脂肪酸％お よび多価不飽和脂肪酸％が 多い傾 向で あっ た 。
また、1｝6／n ．3比に つ い て は ア レ ル ギー体質群 は N 群 に 比 べ て 有意 に （p ＝ O．06）低値の 4．29で
あ り、食事 に 留意 し て い る こ とが わ か る 。 一方、 N 群の S ：M ；P （S／S ：M ／S ：P／S）比 は
1．00 ：L44 ：0．96で 現行の 日本人栄養所要量 の 目標値で あり、現 A 群の 方が N 群よ り M ／S 比が
1．36と低値 に あ るの が危惧 され る。
　 （3）血清脂肪酸量お よび血清脂肪酸比率
　血清脂肪酸量 （24種類）（μ g／m4 ）、血清脂肪酸総量 に 対する重量％ を表 一8、9に、血清 n−
6／n −3比お よび S ：M ：P （＝ S／S ：M ／S ：P／S＞比 を表11に示 した 。
　分散分析の 結果 、 血清に つ い て は い ずれの 脂肪酸に お い て も 3群 間に 有意差 が な か っ た 。 し
か し、現 A 群 は N 群 と比較 して 、 食事の n −6／n −3比 は低値 で あ るに もか かわ らず 、 血清 n −6／n −3
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表一6　食事 の脂肪酸摂取量 （mg ）
n ＝128
表一7　食事の脂肪酸総摂取量に対する重量％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝128
食事 の 脂 肪酸
喰 品分析値） 〔59人）
N 群 既往群
　　
1
暢 人〉
現A群
〔24人）
全群
平均
慓準誤差
現A群と
の有意差
N群と
の有意差
食事の 脂肪酸 ％ N 群 既往群 現A群 全群
平均
ラ ウリン酸
Cユ20：0s 18616420218210 S
・飽和脂肪 酸 30，4231 ，2331 ．0330 ，82
ミリス チ ン酸
C14 ：0　s 82877681580735
M ・仙 不 飽 和 脂
肪酸
42，33
，
　41，6D40 ．5541 ．74
ミリストレイン酸
Cl4：1　n5 959384925
P ・多価不飽 和脂
肪 酸
27．2527 ，172 呂．42
’
27，44
パ ル ミチ ン酸
C16：0　s 659460 呂252856 ⊥餡 179 ＊ ○
ラウリン酸
C12：0　s o．54O ．560 ，75D ．59
パ ル ミトレ イン酸
C1611　n7 710670507i 　 65827 ＊ ○
ミリス チン 酸
C14：0　s 2，402 ．623 ．oo2 ．59
ス テ ア リン酸
C18：0　s 254722231984232784 ＊ ○○
ミリス トレ イン駿
C14：1　 u5 o．27D ，32O ．30o ，29
オレイン酸
C18：1　M 130231 ⊥6801014912012340 ＊ ○
パ ル ミチ ン酸
C16：0　s 19，492D ，0919 ．3619 ．6ア
リノ ルー 酸
C18：2　n6 7131663560 δO6756195 ＊ ○
パ ル ミトレ イン酸
Cユ6：1n7 2．092 ，2D1 ．832 ．08
リノレン酸
C18：3　n3 129ア 1194ll64123643
．ステ アリン酸
C18：0　s 7．397 ，3D ア．237 ，33
ア ラキジン酸
C20：0　s 15］ ⊥501
．i11495 オレ イン酸C18：1M 38，9437 ．8337 ，0838 ．20
イコ セ ン酸
C20：1M 2402572 跖 2459 C醜 n6 謡 ． 、 2工1τ婁 2蠏
’22・4与
1
　21．76
イコ サ ジエ ン酸
C20：2　n6 2316 ⊥3191
ηル ン酸・　　 …
c埀舖 臨3 3．99内 翫82
广
．4認 3．99
ジホモ γイ
コ サ 団
エ ン酸 C20：31161817 ⊥5171
＊
アラ キ ジン酸
C20：0　s o．460 ，50D ．53 〔｝．49
アラキドン酸
C20 ：4　n6 959579924 ＊
イコ セ ン酸
C20 ：1　M o．74o ，82D ，86o ．79
イコ サペ ンタエ ン酸
EPAC20 ：5　n3 1D6136101116lD
イコ サジ エ ン酸
C20：2　n6 O，07O ，05D ，05o ．06
ぺ ヘ ン酸
C22：0　s 424137412
ジホモ γ イコ サトリ
エ ン酸 C20：3　n6D ，050 ，06 〔｝．05o ，D5
ドコ セ ン 酸・エ ル
シ ン酸 C2211　M
75llo ］15958 アラキドン醸凡C20；4　n6 、 欺
2白
’
o説 軌劉 O．30
ドコ サペ ンタエ ン酸
C2215　n3 334134363
纏 鱈 ンタエ 囃
鎌 A曲 ：5獄3
　、内
粥 寉
气
o．45 、備 7O ．38
リグ ノセリン酸
C24：0　s 68460 ＊ ＊
ベ ヘ ン酸
C22 ：0　s O，13D ．140 ．140 ．13
ドコ サ ヘ キサ エ ン酸
DHAC22 ：6　n3 22己 28121824417
ドコ セ ン酸・エ ル
シ ン酸 C22：1M o，24 〔｝．35o ．41O ，31
テトラコ セ ン酸 ネ
ル ボン酸 24：1M 17232 〔｝ 202
ドコ サペ ンタエ ン酸
C22：5　n3 0．10
「
　 o．13o ，B0 ，12
脂肪酸総量　934 ，3631 ，6928 ，2232 ．27　　．0．85，＊ ○
リグ ノセ リン酸
C24：〔〕s o，02O ，03O ．02D ．02
飽和 脂肪酸 911 ．11lo ．ll9 ．27
　　．
10．42　 0，32 ＊ ○
ドロサヘ キサエ ン酸
广
．bHAC22：6　n3
・o．冊 o，9ユ （瓦80D ，79
一価不飽和脂肪酸 14．2713 ．0911 ，1B13 ．28　 G．37 ＊ ○○
テ トラコ セン酸・ネ
ル ボン酸 24：1M
【〕．D5D 、080 ，07o ，06
多価不飽和脂肪酸 8，968 ．・i77 ，728 ．55　 0．24 ＊ 脂肪酸
総摂取量 　9
33，羽 30，6927 ．2631 ．32
食 事
n−6加一3 比 ⊥．614 ，364 ，294 ．46　　 0
…
有意差
P＝o，06
食事
n−6／n−3比
　 　 F4
．37　 4．104 ．064 ．46
＊ ＊ 有意差 ρく0．01
00 有意差 ρ＜0．Ol
＊ 有意 差 ρ＜ 0，05
⊂）有意 差 ρ＜ 0，05
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比 は逆に高値 で ある。血清脂肪酸組成で みると、n−3系脂肪酸で ある DHA ％や EPA ％は低 い 傾
向に 対 し て 、n−6脂肪酸 で あるア ラキ ドン酸％は む しろ高い 傾向で あっ た 。 こ の 現象は カナダ の
ホ ロ ビ ン博士 ら17） の 「ア トピー性皮膚炎患者らは リ ノ ール 酸や α 一リノ レ ン酸の血 中濃度が高
く、ア ラキ ドン酸代謝物や EPA 、　 DHA の 血中濃度 が低 い 。また γ一リ ノ レ ン酸 を投与す るこ と
によ っ て 、ア ラ キ ドン 酸濃度 が高 くな り、症状が改善 された 。 」 と い う実験結果 と反対 の 結果
で 、現 A 群は血清 リ ノ ール 酸％ はむ しろ低下 し、血清ア ラキ ドン酸％ はむ しろ高 くなっ て い る。
し た が っ て 、 ホ ロ ビ ン博士 ら説17） の 「ア トピー症状 は リ ノ ール 酸か ら γ一リ ノ レ ン酸を合成す
る∠ 6不飽和化酵素 （カ ル ボキシ ル 基 か ら 6番 目の C の 二 重結合を不飽和化する酵素）が阻害
されて い るの が原因」とは一概には結論づ け られな い 。我 々 の 報告がホ ロ ビ ン博士 らの 実験 と
相違 して い る点は現 A 群の 学生の 年齢が20歳で あり、リ ノ ール 酸などの 脂肪酸摂取が少量で あ
る日常の 食事環境で 行われ た こ とで ある 。 現 A 群は N 群に比 べ て 、食事 リ ノール 酸摂取量％ は
高い 反面、血清 リ ノ ール 酸％ は む しろ低下 し、同様 に その 代謝物 で ある γ一リ ノ レ ン酸、ジホ
モ γー
一リ ノ レ ン酸 （ジホ モ ーγ一イ コ サ トリエ ン酸）％が両方 とも低下 し て い るの はア レ ル ギ
ー
体質特有の 消化吸収障害、代謝障害 、体質異常な どの 影響が あ るの で は な い か と推測 され る 。
一方、河原 ら18＞は ア ト ピー性皮膚炎患者に食事に イオ パ ール を加 えて投与 した結果、「食事 と血
液 データ ーと の 関係 で は、食事中の n−3系不飽和脂肪酸摂取量と血 中 EPA の 間に正 の 相関が認
め られ、n −6／n −3比と血 中 EPA ／AA 比の 間に も正の 相 関が認 められ た。」 と報告 されて い る。他
に Bj　li　rneboe ら7｝も食事の 中に 魚油を加え て 投与した群で 、血清 リン 脂質中の n −3系脂肪酸の 上
昇を確認 して い る 。 こ れ ら食事と血 中脂肪酸誌の 問に 関連が ある とする報告 は食事 に n−3系脂
肪酸 を一定期間添加 、投与 して い る の に対 して 、本報 の場合で は低摂取量の 日常食にお い て の
結果で ある 。 低値の 脂肪酸摂取量の影響よりも二 次 的に発生する吸収代謝の 影響の 方が大 きく
現れた結果、食事摂取量 と血清脂肪酸 ％は相 関 しなか っ た と考 えられ る 。 一方、血清 S ：M ：
P （S／S ：M ／S ：P／S）比 につ い て も （表一11）、現 A 群は N 群に比べ て 、食事 M ／S比 （表一10）
は低値で あ るに もか か わ らず 、 血清 M ／S比は 必ずし も低値で な い 。また現 A 群 の 方が食事 P／S
比は低値 で ない の に もか か わらず、血清 P／S 比は有意 （p ＝O．07）に低値で あ っ た 。
　 ま とめ る と、学生の 日常 の 食事にお い て は 、食事脂肪酸摂取量 ％は血清脂肪酸％に直接反映
し ない こ とがわか っ た 、 すなわち、現 A 群の 血 清脂肪酸比率は食事脂肪酸比率の 傾向とは異な っ
て、血清 n −6／n −3比は高 くな る傾向を示 し、P／S比は低 くなる傾向 を示 した。また血清 M ／S比
は高 くな る傾 向を示 した 。す なわち、現 A 群の 血 中で は 多価不飽和脂肪酸、特に n −3系 が不足
ぎみ に な る こ とが示唆 された 。 他の 遺伝子的要因や環境因子の 影響が ある こ とが考え られ る。
　 以上、ア レ ル ギーに関 し て その 成立 が どの ような機序 に よるもの なの か、消化管の 透過性 の
問題、エ イ コ サ ノ イ ドの競合性と食事脂肪酸摂取量との関係など、まだ不明な点も多い 。 現 A
群の 血清 n −6／n −3比を低下させ る た め に は健常学生 よ り多量に 、か つ 、摂取頻度も多く摂取 し続
ける必要が ある の か もしれな い 。 食事脂肪酸比率の み で 判断 して 栄養指導 をす る と誤 る可能性
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表一8 血 清脂 肪 酸 量 （yglme ）
冂 ＝128
血 清 脂 肪 酸
N 群
（59人 〉
既往群
（45人）
現 A 群
（24人）
全 群
　　　 喋羣美差
平均
ラウ リン酸
C12：0s 2．392 ，173 ．262 ．4δ　 0．21　　 1
ミリス チン 酸
C14：0　s 24．0921 ．9927 ，1723 ．931 ．14
ミリス トレイン酸
C14：1　n5 0．100 ，100 、10O ．100 ．00
パ ル ミチ ン酸
C16：0s 539．62523 ．57526 ，53531 ．3610 ．55
パ ル ミトレ イン 酸
C16：1n7 37．2737 ．2038 ，1237 ．411 ．22
ステ アリン酸
C1810s 18LD5177 ．82177 ．45179 ．213 ．54
オレ イン酸
C18：lM 452．79443 ．75436 ．104 蔓6，3510 ．96　　　　　尸
リノ ルー 酸 ・
C18：2n6
　囁P803
．79
　 r「P
　 　 り　
’
799．go　 P
内・ド穉 内　　　帆‘
7601盤 ：
　 　 　 、
794．0514 ．39
γ リノレン酸
Cl8：3 洫3、．
6．295 ．685 。175 ．860 ．30
リル ン酸計
C18：3n3
囁「
　17β3
　 メ｝へ
17．31
．　　 ド・、F畠
1賎 　　　P17 ，33O ．72
ア ラ キジン酸
C20：0s 6．706 ．506 ．396 ．57O ，12
イコ セン酸
C20：1M 3．503 ，443 ．233 、420 ．12
イコ サジエ ン酸
C20：2n6 4．193 ．993 ．994 ．080 ，10
5811イコ サ トリエ
ン酸 C20：3n9
1．020 ．930 ．920 ．970 ，04
ジホモ γイコ サ ト
リエ ン酸 C20：3n621 ．
5720 ．6519 ．9720 ．93O ．54
アラキドン酸
C20：4n6
　　P137
．63
　 　 ．内ン
136，50　　内
　 内Fρ凡竚内
132≧職ド
　　 ∵
136．282 ．25
イコサペ ンタエ ン酸
EPAC20；5　n3 29．7528 ，58
　　ドr27
．15　　「
28．831 ．56
ペ ヘ ン酸
C22 ；Os 17．2116 ．9516 ．4116 ．97O ．27
ドコ セン酸・エ ル
シ ン酸 C22：lM 1．451 ，531 ．461 ．480 ．04
ドコ サ テトラ エ ン酸
C22：4n6 3．463 ，373 ．323 ．400 ．07
ドコ サペ ンタエ ン酸
C22；5n3
11．941L6211 ．3611 ．720 ．34
リグノセ Uン酸　　　再
C24：0s
内 42 ，8412 ，些9
　 　 ・： 、
42 ．孅尸
　 　　 掌 ご
12．630 ．20
ドコ サ ヘ キサ エ ン酸
DHA 　C22：6　n382 ，0677 ．9275 ．8779 ．392 ．15
テトラコセ ン 酸・ネ
ル ボン酸 24：1M29 ，1327 ，2028 ．2128260 ．52
血清 脂肪酸
合計 　 9／m 彦
2427．472381 ．162334 ，132392 ，99
血清
n−6／皿一3比 6．917 ，167 ．067 ，52O ．16
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表一9　 血 清脂肪酸総量に対する重量％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝128
血清 脂肪酸 N 群 既 往群 現 A 群 全群
平 均
ラウ リン酸
C12・Os 0，090 ，090 ，130 ，10
ミリス チン酸
Cl4・Os 0．96O ，911 ，110 ，97
ミリス トレ イン酸
C14・1115 O．010 ，D10 ，D10 ，01
パ ル ミチ ン酸
Cl6：0s 22，1821 ．9522 ．4722 ，16
パ ル ミトレ イン酸
C16 ：1　n7 1．551 ．571 ，611 ．57
ス テア リン酸
C18：0　s 7，457 ．477 ，597 ．49
オ レ イン酸
Cl8：lM 18．4718 ．5118 ．5218 ．49
リノ ルー 繊 窮聡 ／
C18：2n61掌 累．
　   ／ ；．・
躡 館ド P　　P
ノ33．67尸
‘
  く32．8233 ．33
γ リル ン酸 1’　　　　　　囁
C18：3n6 、二絃，
0．25O ．240 ．220 ．24
と繍 雛
：
『囁∴け
亀 嚇
　
凡、・旅 　・
　　　「
  0．71 鞠 、700 ．71
ア ラキ ジン酸
C20：0s 0．280 ，280 ．280 ．28
イコ セ ン酸
C20：1　M 0．14O ．14O ，140 ，14
イコ サジエ ン酸
C20：2n6 o，17o ，170 ，170 ．17
濁8｝1イワサト瞬
薯酸 c20：3鋪 O．04o ．040 ，040 ．04
ジホモ γ イコ サ ト
リエ ン酸 C20：3n6O ，
890 ．880 ．870 ．88
　　　　　ド
灘 購 壼
〆 階　 ‘
哲解
‘ 早
、．5．8象
　 ．ρ　疾　  詆 5181・Pfべ 　囁 5．79　　　　　「
イコ サペ ンタエ ン酸
EPAC20 ：5　n3
  　べ
1．20　 、
　 　 　 夛、
　 1，1＆
pF内
　 1．131 ．18
ペ ヘ ン酸
C22：0　s O．720 ．720 ，720 ．72
ドコ セ ン酸・エ ル
シ ン酸 C22：1　M0 ．050 ．060 ，060 ，06
ドコ サ テトラエ ン酸
C22二輔 ミ縁 ＼ ．
0．140 ．140 ，140 ，14
ドコ サペ ンタよン酸　　　　P
C22：5　n3 　、　　 　 囁ド
r　 レ冒、
’Gl　49F内r
　 　 kO
．唾8
囁
・0．480 ．49
リグ ノセ リン酸
C24：0s 0．550 ．530 ．540 ．54
ドコ サヘ キサエ ン酸
DHAC22 ；6　n33 ．383 ．263 ．233 ．31
テトラコ セン酸 ネ
ル ボン酸 24：lM1 ．211 ．161 ，211 ．21
血清脂肪酸濃度
合 計％
100．00100 ．00100 ．00
血 清
n −6／n−3比 6．917 ，167 ．067 ，52
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表 一 〇　食事脂肪酸比率
n ＝128
食事脂肪酸比 率
N 群
（59人）
既往群
（45人）
現 A群
（24人）
全群
平均
現 A 群 と
の 有意差
N 群 と
の 有意差
S （飽和脂肪 酸）％ 3D．4231 ．2331 ，0330 ，82
M （一価不飽 和脂肪酸）％ 42，3341 ．6040 ．5541 ．74 ＊ ＊ ○○
P　（多価不飽和脂肪酸）％ 27，2527 ，1728 ．4227 ．44
食事 S／S比 1．OO1 ．001 ，00 正，00
食事 M ／S 比 1，441 ．371 ，361 ，40
食事 P／S 比 D，960 ．910 ．970 ．94
食事 仆 6／n−3比 4．614 ．364 ．294 ．46 O
食事脂肪酸総摂取量 g 33，4430 ．6927 ．2631 ，32 ＊ ＊ ○○
＊ ＊有 意差 p ＜ O．01　　00 有意差ρく0．01　　0有意差 ρ〈0．05
表一11　血清脂肪酸比率
n ＝128
血清 脂肪酸比率
N 群
（59人）
既 往群
（45人）
現 A群
（24人）
全群
平均
血清 S ％ 32．2431 ．9632 ．8532 ，25
血清 M ％ 21，4521 ．4621 ．5621 ，47
血L清 P ％ 46．3346 ，5845 ，6146 ．28
血 清 S／S 比 1．OQ1 ，001 ．001 ．OO
血清 M ／S比 0．670 ，67O ．66o ．67
血 清 P／S 比 1．441 ．461 ．401 ．44
血清 【卜6毎 3比 7．327 ．717 ．627 ，52
が ある こ とがわか っ た。
　（4）一般血液検査 （一般生化学検査〉結果および好酸球 と脂肪酸比率 と の 関係
　一般血液検査結果を表一12に示 し た。
　分散分析の 結果、検査項 目の 中で好酸球を除い て 3群間に有意差 はなか っ た。好酸球 は N 群
が ア レ ル ギー体質群よ り有意 に （p ＝ 0．013）低値 で あ っ た の で 、好酸球を従来の 報告どお りア
レ ル ギー体質群の 指標の 一つ とした 。 好酸球 を目的変数 、 食事 n−6／n−3比と血清 n−6／n −3比を説
明変数と して重回帰分析を行 っ た結果、食事 n−6／n−3比 の 方が好酸球値 に影響力が あ っ た （標準
偏回帰係数 ＝ 0．2867）。また 、好酸球を 目的変数、食事の S％ 、M ％ 、　 P％、　 M ／S 比、　 P／S 比お
よび血清の S ％、M ％ 、　 P ％ 、　 M ／S比、　 P／S 比 を説明変数 と し て 重回帰分析 を行 っ た結果、表
一13に示すよ うに食事 S％、食事 M ／S 比、食事 P％ が好酸球値に強い 影響力が あ っ た。
　以上、食事の 脂肪酸比率が好酸球に影響を及ぼす こ とがわか っ た。好酸球は種 々 の メ デ ィエ ー
タ ーを放出する こ とに よっ て エ フ ェ ク タ ー機 能を発現 し、また、種々 の サ イ トカ イ ン ・IL5な
どを産生 し て 炎症 の 増強な ど を行い 、ア レ ル ギー炎症の 病体の 多 くは好酸球に よ っ て起 こ され
る と考え られて い る19）。 したがっ て 、好酸球の 遊走 ・浸潤と食事の脂肪酸比率 とは関連が ある
こ とが示唆 され、特 にア レ ル ギー群 の 食事 にお い て は脂肪酸比率に は 注意する必要が ある。
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仲 野 ・河南 ：適正 な脂肪酸比率の 食事
表一12　一般血 液検査 結果
n ≡128
検 査項 目
N 群 　1 妊 往 群 　 現 A 群
（59人 ）i（45人 1　 （24人）
全群
平均
標準誤差
現 A 群 と
の 有意 差
N 群 と
の 有意 差
白血球数 　／  3 6110
層
627山 　　63256206122
赤 1血球数万 　加 m3 443450448446 2
ヘ モ グ ロ ビ ン　9〆鰓 13．213 ．313 ．213 ．20 ．1
ヘ マ ト ク リ ッ ト　 ％ 38．739 ．439 ．239 ，00 ．2
1血小板数万 　／m皿3 23．924 ．322 ．823 ．80 ，5
血糖　mg ／d6 82 84 8383 1
TCh   mg ／d4 171169174171 2
HDLC 　 mg ／d2 60 59 6460 1
TG 　mg ／d2 78 74 7877 3
血清蛋自質 9／d¢ 7．37 ．47 ，47 ，4O ．0
ア ル ブ ミ ン　劇d2 4．44 ．44 ，54 ，50 ．0
グロ プ リン　9／d2 2．92 ．92 ．92 ．90 ．0
A ／G 比 1．561 ．531 ，561 ．550 ．Ol
尿酸 　mg 〆麗 4，24 ．23 ．94 ，10 ．1
尿素窒素　mg ／d4 13．313 ．513 ．413 ，40 ．3
ク レ ア チ ニ ン　mg ／d2 O．80 ．80 ．80 ，80 ．O
GOT 　 IU／2 16 18 1717 1
GP ］「 【U紹 13 15 1314 1
γ Gpr 　 IU／ゑ ll 12 1011 1
ALP 　IU／2 194187196192 4
Neut好中球　％ 58．556 ．858 ．157 ．80 ．8
Eo 好酸球 　％ 1．72 ．62 ．72 ．20 ，2 ○
Ba 好塩基球　％ O．6O ．6o ．6O ．60 ，0
Ly リンパ 球 ％ 35．135 ．634 ．535 ．20 ，6
Mo 単球 　％ 4．34 ．44 ．14 ．30 ，1
○有意差 ρ＜ 0．05
表一13 好酸球を目的変数 とす る重回帰分 析 （増 加 法）
変 数名 標準偏 回 帰係数 P 値 判定 偏相 関 単相 関
食事 P／S 比 一L98770 ，0945 一〇．15530 ．2225
食事 S ％ 3．41860 ．QO3Q ＊ ＊ 0．2725 一〇．1ε43
食 事 M ／S 比 3．23630 ．0081 ＊ ＊ 0．24370 ．2084
食事 P ％ 2．85900 ．0220 ＊ D21160 ，1647
定数項 0．Ol95 ＊
重 椙関係数0．69 ＊ ＊有 意水 準 ρ＜ 0．01　　 ＊ 有 意 水準 ρ＜O．e5
3．2　脂肪酸 に つ い て食事 と血 清間の 関連 （重 回帰分析〉
　食事の 各脂肪酸摂取量％ お よび食事脂肪酸比率 を目的変数 と し、各血清脂肪
’
酸％ お よび血 清
脂肪酸比率 を説明変数 とす る重回帰分析の 結果、食事の 各脂肪酸摂取量％ および食事脂肪酸比
率は各血清脂肪酸％ お よび血清脂肪酸比率に有意 な影響は及ぼ さない こ とが示 された 。 DHA
の 摂取量 と臨床効果 の 問に ギ ャ ッ プ がみ られる こ とは n −3系の 臨床研究を通 じて も報告されて
い る が2e）、本報に お い て も食事脂肪酸摂取量％は血清脂肪酸％に 必ず し も反映 し な い こ とが示
唆された 。 すなわち、単に n−3系脂肪酸の 不足 を補 えば n −3系脂肪酸の 血 中濃度が上 が るわ けで
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は な い こ とが 明 らか とな っ た 。 「DHA （n−3系脂肪酸）は必須脂肪酸で ある α リノ レ ン酸よ り EPA
を経 て 、 ミク ロ ソ ーム の鎖長延長反応と不飽和化酵素反応、そ して ペ リオキシ ソ ーム の 鎖長短
縮反応を受けて 生成 される 。 大部分の DHA は肝臓で生成 され、　VLDL （超低比重 リポプ ロ テ イ
ン）内に取 り込 まれて血 中を運 ばれ、脳、網膜 や副腎などを中心 に広 く分布する」21）と い われ
て い る。ア レ ル ギー体質学生群の血 中 n −3系脂肪酸を高め 、取 り込 まれ るようにするため に は、
単に 食事 の n−3系脂肪酸摂取を高め る だけで は な く、他の 内因 （酵素系、ホ ル モ ン系、神経系
な ど）遺伝 因子、さらに はア レ ル ギーの 場合は外 的環境要因、心的ス トレ ス や活性酸素な どの
要因がア レ ル ギー発症に複雑に影響 しあ っ て い る こ とが推測 される 。食事に 関して は 、さらに
（ア）摂取する食物の 種類が n−3系脂肪酸の吸収に及ぼ す影響、（イ）活性酸素除去作用や 抗酸
化作用を有する食品摂取量 、（ハ ）好酸球遊走 と摂取食物 との 関係な どの検討が 必要 と考 えら
れ る。
3．3 現 A の判別分析
　「現 A 群」 と 「N 群」 との 判別の 結果 を図一1に示した 。 判別分析の 説明変数 と し て は 、 各食
判別関数式
変数名 判別 係数
飽和脂肪酸　　　　 ％ 0．5003
パ ル ミ チ ン酸
C16；Os　　　　　　 mg
一〇．0030
水溶性食物繊維 　　　g 一1．5332
Eo 好酸球 　　　　　％ 0．3545
動 脂肪比 O，Q297
食事 鱒 加一3比 一〇，3759
脂 肪酸総量　　　　　90 ．3572
一価不飽和脂肪酸　　g0 ．1485
P／S 1．4875
糖 質 E比 0．0085
エ ネ ル ギ 　ー 　 　 　 Kcal 一〇，OQ68
糖 質 0．0318
食事M ／S 比 一8．5806
定数項 14．7292
F 値 2．709722
自 由度 1 13
自由度 2 62
P 値 0．0044
マ ハ ラ ノ ビス の 平方距 離 2．621308
誤 判別率 20．91％
判別の 結果
1見 か けの 的中率 1 1判別 された 群 3
…A　　　　 …N
1真 の群 3A
…N
183　 　　 5 ：
le …　 43　i
判別的 中率 　 　 80．3％
図一1 判別分 析
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲野 ・河南 ：適正 な脂肪酸比率の食事
事脂肪酸摂取量 、 食事脂肪酸比率 、 栄養素等摂取量の 中か ら 3群問に有意差の あっ た変数 を選
び、さらに、推定の誤判別率が小 となる よう に取捨選択 した。判別関数式は次 の ように な り、
これ にデータ を当て はめ、 Z 値が正 ならば
尸
現 A 群」、負な らば 「N 群」 と判別で きる e
　判別式　Z ＝O．5003× （飽和脂 肪酸％）− O．0030× （パ ル ミチ ン酸 mg ）− 1．5332X （水溶性食物
　　　　　繊維 g）十〇．3545× （好酸球％ ）十〇．0297× 働 物性脂肪比）− O．3759× （食事 n −6／n．3比）
　　　　　十〇．3572× （脂肪酸総量 g）十〇．1485× （一価不飽和脂肪酸 g）十1．4875× （食事 P／S比）
　　　　　十〇．0085× （糖質 E 比）十〇．0318× （糖質 g）− 0．OlO6× （エ ネル ギ ー Kcal）− 8．5806　X
　　　　　（食事 M ／S比〉
こ の 判別関数式に よる見 か けの 判別 的中率 は80．3％で 、誤判別率 は20．9％で あ っ た 。
　以上の 結果、現 A 群は総 エ ネル ギーは少 な い が 、脂肪類、糖質の割合は 多く、水溶性食物繊
維 の 少な い 食事に な る傾 向が ある こ とが わ か っ た 。 これ ら の食事因子 に留意 し て 食習慣の 改善
をは か り、ア レ ル ギーマ ーチ を予防する こ とが大切 で あると考 える 。
4 ．要約
　ア レ ル ギー体質の 学生 の 食生活の 改善 をは か る こ とを目的に 、食物摂取状況調査、血液検査
お よびガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ に よる 血清脂肪酸分析 を行 っ た 。 ア レ ル ギー体質の 学生の 脂肪酸
栄養に つ い て 、健常学生 と比較検討 した 。 ま た、食事脂肪酸と血清脂肪酸との 関連 につ い て も
検討 した 。
　（1）現 A 群は エ ネル ギ ー、 蛋白質 、 脂 質 、 糖質 、 食物繊維 、 ナ イ ア シ ン 、Zn、　 Cu の 摂取 が
少な く、低栄養で あっ た 。 一方 、N 群 と比較する と、脂肪類、糖質の 割合は 多 く、水溶性食物
繊維の少な い 食事にな る傾向があ るので注意を要する。また、ア レ ル ゲ ン が食物 で ある場合 を
除い て 、不必 要な制限食は せ ず、摂取食品数を増や す工 夫が必 要で あ る 。
　（2）現 A 群 の 食事脂肪酸比率は血清脂肪酸比率に直接反映しな か っ たが 、 現 A 群の 血清 M ／S
比 は高 くなる傾 向を示 し、P／S 比 は低 くなる傾 向を示 し、血清 n −6／n−3比 は高 くな る傾向 を示 し
た 。 し た が っ て 、現 A 群 は特 に血清 n−3系脂肪酸％が低下す るの で 、食事脂肪酸比率の み で判
断せ ず、特に n −3系脂肪酸摂取量の 多い 食生活習慣 を心がける こ とが必要 で ある。
　 （3）食事脂肪酸比率 の S （％）M ／S 比 、P （％）が好酸球遊走に影響を及ぼすこ とが示唆さ
れ た 。 ア レ ル ギー群の 食事に お い て は食事脂肪酸比率には注意する必要がある。
　本報 は第 56回 日本公衆衛生学会研究発表会 （1997年 10月）に おけ る発表 に加筆 した もの で あ
る 。 なお 、本研究に あた り夙 川学院短期大学特別研究助成金 を受け たこ とに感謝の 意 を表す る。
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